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1)スタッフ 教 授 上 田 正 康
助教授 平 井 正 光
助 手 長 沢 信 方T


































びとした雰囲気を作るよう心がけている｡ (文責 伊藤 正 )
物理学第 4講座 (森田章研究室,物性理論 )
｢星霜移 り人去 り---｣先日当研究室出身の友人からの手紙を思い出しました｡当時
のスタッフは森田章,渡部三雄 (現広島大,以下同様 ),小林悌二 (東北大医短大 ),
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東北大学理学部物理学教室の巻
進藤浩一の 4名で,院生は松浦満 (山口大 ),長谷川正之 (英イース トアングリア大 ),
相馬俊信 (秋田大 )他 3名がいた｡ 研究テーマは,共有性半導体の諸物性,金属の光学
的性質,液体金属の電子的熱力学的性質,多体問題,高密度励起子等であった｡当時,
森田教授は心ならず も管理運営に多大の時間をさかざるを得ない立場にあった｡渡部助





















きる｡ (以上 進藤 記 )
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教室紹介Ⅸ
不規則系の電子的性質の研究 (新関 ･星野 ･伊藤 ･佐藤 )
不規則合金 ･孜体金属 ･アモルファス金属等の不規則系の電子的性質の理論的研究の
中には未解決の問題が沢山残っている｡このグループは電子的性質の中でも主として輸
送係数 (電気伝導度 ･ホール係数等 )に興味を持って研究している｡近年公表された研
究及び現在進行中の研究の主なものを列挙すると次の様になる｡
(1)不規則合金で非対角的不規則性がある場合の電気伝導度やホール係数のCPAで




での定式化と数値計算 (伊藤 ･渡部*･新関 )
(4) 混合原子価系の諸物性との関連で高濃度近藤合金の研究 (星野 ･倉田**)
(5)計算機実験による置換型不規則系及び構造型不規則系の状態密度 と電気伝導度の
研究 (新関 ･佐藤 )
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糟谷忠雄教授のほかには,スタッフとして柳瀬章 (助教授 ),渡部惇子 (助手 ),長

































教授(兼) 糟 谷 忠 雄
助教授 小松原 武 美
















研究室の構成を紹介する｡都築俊夫 (教授 ),高木伸 (助教授 ),鈴村順三 (助手 ),


































教 授 渡 辺 伝次郎
助故障 田 中 通 義


































(b) 強誘電体結晶の電子光学的研究 (田中 )
ベロブスカイ ト型結晶, BaTiO3,PbTiO3,KNbO3 および強誘電体的半導体(Ge-
sn)Teの分域構造,分域と転位との相互作用の研究を電子回折･電子顕微鏡の方
法でおこなっている｡
































































ス中性子源 (KENS)のた めに上に紹介 した研究の他に研究室全体が一丸となって努力
しており,建屋から遮蔽,ターゲット,冷中性子モデ レー ター,ガイ ド管,分光器など
の設計や予備実験がなされているoこのKENS は1980年から実験が可能になる予定
で,中性子散乱の研究で新しい分野が拓かれるものと期待されている｡
(田島 記 )
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